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２３日 ２年児童福祉実習Ⅱ
　　　 （～７月５日）

　６／１４（土）　７／２１（月・祝）　８／３（日）２３（土）
　９／１３（土）１０／１１（土）

　１日 後期授業開始
　４日 群馬県内私立大学
　　　 スポーツ大会（～５日）
１１日 秋桜祭
１３日 体育の日・通常授業実施
２０日 ２年児童福祉実習Ⅲ・Ⅳ
　　　 （～１１月１日）
２７日 ２年介護実習Ⅲ
　　　 （～１１月２２日）　

　４日 前期定期試験日程発表
　７日 ２年介護実習Ⅱ
　　　 （～８月３日）
２３日 夏季休業（～８月３１日）

　１日 前期補講期間（～５日）
　８日 前期定期試験（～１２日）
１６日 追試験・再試験期間
　　　 （～１９日）

　進学についての相談はもちろん、学科・専攻説明、在学
生のキャンパスライフ説明、模擬授業、学食体験など高校
生の皆さんが楽しく参加できる体験型のプログラムがいっ
ぱい。在学生もスタッフとして参加します。

開催日

介護福祉専攻　■ 介護福祉士　■ 社会福祉主事任用資格　
児童福祉専攻　■ 保育士　■ 社会福祉主事任用資格
　　　　　　　■ 幼稚園教諭二種免許（平成２１年度教育課程開設準備中）

〈取得できる資格〉
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と
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合
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る
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力
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　今年度の後援会総会が入学式終
了後に同会場で開催されました。
　出席者と委任状の総数が過半数
を超えて本会が成立したことが報
告され、続いて平成１９年度事業
報告・決算報告・監査報告、およ
び平成２０年度の役員案・行事計
画・予算案が審議され、原案通り
承認されました。

会　   長   坂本　まゆみ
　      　（望    　介護福祉専攻2年)
副 会 長   棚澤　祐子
　      　（一真　 児童福祉専攻２年)
　 〃       若林　裕子
　      　（あかね 児童福祉専攻1年)
監　   査   木口　佐知枝
　      　（佐央里 児童福祉専攻2年)
　 〃       佐藤　美代子
　      　（志寿華 児童福祉専攻1年)
庶務幹事　飯田　久世
　      　（麻友美 介護福祉専攻2年)
　 〃       小内　昌子
　      　（絵理奈 介護福祉専攻2年)
　 〃       星野　昌恵
　      　（麻美　 児童福祉専攻1年)
会計幹事　渡辺　恵子
　      　（愛美　 児童福祉専攻2年)
　 〃       藤澤　美恵子
　      　（翔   　 介護福祉専攻1年)

平成20年度 後援会総会

新役員の紹介 　
　
　
　

長
会
会
援
後

　
　
　
　

    

　
　
　
　
　

長
会

  

み
ゆ
ま
本
坂

て
せ
寄
に
任
就
長
学

長
学

　

司
健
田
園



度
年
十
二
成
平

 

式
学
入

業
卒

パ

平成十九年度 学位記授与式

新入生歓迎会
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  【
講
義
講
座
】　

先
着
一
〇
〇
名

  【
実
践
講
座
】

　
　
　
　

　

費
用

無
料

　

受
付
開
始

九
月
を
予
定

　
　
　
　

   

　
　
　
　
会
場

    【
講
義
講
座
】
本
学
大
教
室

　
　

      

【
実
践
講
座
】

10月22日（水）

10月29日（水）

11月  5日（水）

11月12日（水）

11月19日（水）

11月26日（水）

園田 健司

横山 未知

宇野 正昭

増田 健巳

竹内 美恵

二木 秀幸

『今、子どもたちに何が起こっているのか』
～感性と知性の合流を～

『お年寄りを寝たきりにさせない介護教室』
～食事と口腔ケア～

『オリジナリティー豊かな表現活動』
～保育における歌・遊び・Play～

『共生の時代』～近代化の功罪と東洋思想より～

『子どもの障がいは宝もの』
～家族が苦悩を乗り越えるには～

『高年期の生き方』～齢ではない～

実
践
講
座

講
義
講
座

群
馬
松
嶺
福
祉
短
期
大
学

太
田
市
教
育
委
員
会  

主 

催

講  座  内  容
第
十
回
公
開
講
座

｢

共
に
生
き
る｣

11
19

11
19

11
26

介
護
の
初
心
者   

先
着
三
〇
名

11
26
　
　
　
　
　
　
　
　

 

先
着
三
〇
名

詳
し
く
は
本
学
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

子
育
て
中
の
方
及
び

保
育
に
携
わ
る
方

人
数

多
目
的
室

体
育
館

公
開
講
座

平成19年度  就職状況

特別養護老人ホーム 等
救護施設
介護老人保健施設
障がい者関連施設
病院
グループホーム
一般企業
不就職

36％

4％12％
20％

4％
8％

12％
4％

社会福祉専攻

特別養護老人ホーム 等
有料老人ホーム
デイサービス
グループホーム
介護老人保健施設
障がい者関連施設
病院
一般企業
未内定

介護福祉専攻

保育所・幼児園
児童養護施設
障がい者関連施設
一般企業
老人関連施設
進学
不就職

児童福祉専攻

（平成 20年 4月現在）

44％

8％8％
5％

3％

3％ 3％

11％

15％

45％

11％4％
11％

7％

11％
11％

※全卒業者に対する進路決定率 94.6％

』
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5世紀中ごろに築造された東日本最大の
古墳で、大学から南西に徒歩数分と近い。
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嶺
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ス
マ
ス
リ
ク
た
し
催
開
に
め
た
の
ち
た
生

!!

味
美

い
し

!!!

度
年
七
十
成
平

業
卒
攻
専
祉
福
童
児

　

内

務
勤
園
育
保
島

         
一
健
永
吉

 

ん
さ

    

　

  

「 

   

　

 

士
育
保
「

ま
り
あ
に
境
環
な
険
危
え
さ
と
こ
る
出

り
取
を
も
ど
子
に

す
ま
は
境
環
く
巻

い
て
し
化
悪
す
ま

ま
い
思
に
う
よ
る

   

も
分
自
「

れ
な
に
力
の
か
何

　

し
ま
り
回
て
見
に
際
実
を
ど
な
状
現
の

も
て
と
り
か
わ
が
き
向
不
き
向
の
分
自

施
護
養
童
児
は
め
じ

望
希
が
の
く
働
で
設

働
で
園
育
保
て
み
て

　

る
き
で
験
体
で
分
自
に
時
る
あ
の
間
時

わ
か
か
ん
さ
く
た
と
達
友

る
す
り
た
め
深
を
情
友
り

な
ろ
い
ろ
い
け
だ
る
き
で

分
自
で
と
こ
る
す
を
験
経

知
る
す
関
に
も
ど
子
て
し
強
勉
ん
ろ
ち

　

な
れ
ま
囲
に
ち
た
も
ど
子
の
ん
さ
く
た

ま
り
あ
も
と
こ
な
変
大
は
事
仕
の
ら
が

　

裕
余
で
中
の
育
保
の
々
日

に
上
以
要
必
て
し
対
に
も

こ
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
し
強
勉
だ
ま
だ

　

の
う
思
と
い
深
が
奥
も
て
と
分
る
あ
い

　

  
 

ペ
ス
の
供
子

」

後援会行事


